
那覇港輸送効率化支援事業
令和５年度

補助要件

① 那覇港を利用して国際コンテナを取り扱う荷主または物流事業者であること

② 輸送パターンＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄに概ね該当すること

③ 本事業目的に合致し、那覇港を今後継続的に利用する見込みであること

事業目的

事業効果（活用実例）

那覇港輸送効率化支援事業（以下、「本事業」という。）は、那覇港を利用する国際

コンテナ貨物の効率的な輸送ルートへのシフトを支援することにより、那覇港における

国際コンテナ貨物の増大と那覇港を利用する輸送の効率化を促進することを目的として

おります。

補助経費

那覇港を利用した輸送ルートのシフト後の海上輸送費・陸上輸送費・保管

費用等の経費の５０％を対象とし、１事業あたり最大１００万円を

補助します。

九州南部港 ⇒ 九州北部港 ⇒ 台湾主要港従前

九州南部港 ⇒ 那覇港 ⇒ 台湾主要港シフト後

（陸送）

（内航）

輸送コスト 22%減

リードタイム 33%減

※詳細は公募要項等をご覧ください。



支援対象の輸送パターン

【運営事務局】
(株)環境技建ウエーブ（担当：金）
〒902-0064 沖縄県那覇市寄宮３丁目12番13号
（TEL） 098-836-6755 （FAX） 098-836-6758
（Mail） ykon@e-lequio.co.jp

【事業主体】
那覇港管理組合 みなと振興課 企画・物流班

問合せ・提出先

Ａパターン
海外から本土港湾経由で
那覇港に移入されている貨物を、

直接那覇港への輸入にシフト。

従前 シフト後

Ｂパターン
海外から本土の主要な港を経由し、
長距離で地方の港湾周辺に陸送さ
れている貨物を、

那覇港で輸入し、本土の地方の港
湾への移出にシフト。

従前 シフト後

Ｃパターン
那覇港から本土港湾経由で
海外へ輸出されている貨物を、

直接那覇港からの輸出にシフト。

従前 シフト後

Ｄパターン
本土の地方の港湾から長距離で陸
送し、本土の主要な港を経由して
海外へ輸出されている貨物を、
本土の地方の港湾周辺から那覇港

に移入し、海外への輸出にシフト。

輸送コスト及び
リードタイムの縮減

従前 シフト後

コスト縮減
環境負荷軽減
ＢＣP対応など

輸送コスト及び
リードタイムの縮減

コスト縮減
環境負荷軽減
ＢＣP対応など

詳細は下記QRコードより▼▼

※事業対象期間は令和６年１月31日まで
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